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大手鉄道会社、日本初全寮制インター
ナショナルスクール（高校）の立ち上げ
を経て現職。テクノロジーの力で教育現
場の変革を支援するGoogleの教育部
門にて、省庁や教育専門家などと連携
しながら、一人ひとりに寄り添った学び
の実現を目指す。業務と並行し、東京大
学大学院学際情報学府博士課程にて
非認知能力の研究に従事する。
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グーグル合同会社
事業戦略・業務統括本部 本部長
Google for Education

中野生子さん
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高校生の取材後記

　取材前は、AIは人の脅威となる存在だと
漠然と恐れていました。取材を通して私の考
えは大きく変わり、AIは発展途上であり人間
次第でどんな使い方もできると知り、AIにつ
いてもっと学ぶべきだと考えるようになりまし
た。特に印象に残ったのは、探究で取り組ん

でいるアプリ開発について助言を求めた際、
「AIに聞いてみて。質問の仕方を工夫しなが
ら聞けば、専門家に聞くよりも、自分に合った
アドバイスが得られるかも」と言われたことで
す。完全な答えではなく選択肢を与えてくれ
るものとして、AIを使いたいと思いました。

私たちに求められるのは、AIについて考え、学ぶこと

外来種の位置をマップ形式で提供
するサービスを企画し、AIを使った
アプリ開発に挑戦中です！

　今回の取材では多くのことを感じ、考えま
した。一つは、AIの捉え方です。私はAIを「先
生に近い存在」と見て、先生に聞くようにAI
を使ってきました。一方、Googleの方はAIを
「壁打ち相手、友達のような存在」と捉え、新
たな視点を与えてくれるものとして使ってい

て、このほうがAIをうまく使えると思いました。
もう一つ印象に残っているのが、「AIで偏見
をなくせる」ということ。感情がないからこそAI
は公正に物事を見ることができます。この特
性を活かし、差別や偏見のない世界につな
がる活動をしたいと思いました。

AIは、答えではなく新たな視点を与えてくれるもの

ロードキル（動物の交通事故死）に
ついて学べるゲーム形式のアプリ
の開発に奮闘中です！

　今回の取材で感じたのは、想像以上に多
様な場所で生成AIが使われているということ
です。特に、生成AIが乳がんの検診でも使
われていると聞き、驚きました。また、教育の
場においても、先生が生成AIを利用して生
徒一人ひとりに合う問題を作ることができる

と聞き、僕は小学校のときに授業がつまらな
いと感じていたので、自分に合ったかたちで
学べる授業なら受けてみたいと思いました。
僕の学校では発表する機会が多いので、今
後は、発表の資料や台本を制作するのに生
成AIを利用していきたいです。

幅広く活用されている生成AI。自分も利用していきたい

夏休みにボルネオ島のプログラム
に参加。そのレポート作成時にAI
を活用しました。

　AIとは何か。この問いを取材前の自分に
聞いてみても、答えは抽象的なものだったと
思います。これまでは特に考えずにAIを当た
り前のように使っていましたが、今回の取材
は、AIについて深く考える機会になりました。
身のまわりにある最新技術について、問題

点を探し、その本質はどこにあるのかを探っ
てみるのはとても大切なことだと実感しまし
た。また、自社が開発しているシステムを俯瞰
し、良し悪しを考えていらっしゃるGoogleの
社員の方の視点を通して、物事の本質を多
面的に捉える大切さを再認識しました。

身近なものの課題を見つけ、本質を探る大切さを実感

取材してきました！

堀池遥香さん（２年）

平賀千
せ ん り

里さん（１年）

嶋 瑚
こ こ ろ

心さん（１年）

松浦悠
ゆ う わ

和さん（１年）

プラモデルを通して平和を考える
活動に従事。広島でのスタディー
ツアーを企画・実施しました。
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